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Synopsis

　　Species　compositlon　of　oribatid　mites　was　investigated　in　the　alpine　and　the　subalp1ne　zones　of　Mt．

Komagatake　in　CentraUapan．　Among　810ribatid　species　found　Cαη爵如ろ勿θ解κα如（C．　L．　KocH），

κ召7η？αηπ如gめδα（C．L．　KocH＞，召娩卿γ名⑳召oγろかα磁如AoKI　et　OHMsHI，　ノ〉ψ勿αψ勉πs陀勿α傭

（ScHwElzER＞，翫ゴ〃。励漉5　sp，　A　and〆1曲膨6ガαψ6∫’溶AoKI　are　considered　to　be　the　species

characteristic　of　the　alpine　zone　of　Central　Japan．　In　comparison　w｛th　the　oribatid　fauna　of　the

montane　zone，　that　of　the　aipine　zone　showed　the　following　featし1res二（1＞Higher　percentage　in　species

number　of　MacrQpylina　as　well　as　Pterogaster｛na　and　lower　percentage　of　Apterogasterina．（2）

Increase　in　species　number　of　the　family　Ceratozetidae（especially　the　genus　Z細砂’θγoろ厩6s）and

decrease　in　spec｛es　number　of　the　family　Oppiidae．（3＞Characteristic　species　compositbn　of　oribatids

in　each　station　and　low　similarity（Jaccard’s　index）among　the　oribatid　communities．　These　tenden－

cies　had　been　found　also　in　the　oribatid　communities　in　the　alpine　zones　of　Mt．　Hakusan　and　Mt．　Senlo－

ga・take　previously　investigated．

は　じ　め　に

亜高山帯上部から高山帯にかけてのササラダニ類の調

査研究は最近著者らによって行われつつあるがまだ極

めて少ないのが現状である。今まで報告されているも

のに北海道幌尻岱での分類学的研究（Aoki，1973），笛

士山（青木，1976：原田，1980a），南アルプス仙丈ヶ

岳（青木・原田，1979＞、加賀臼LLI（伊藤・青木，1981）

での生態学的研究がある。今回，木曽山脈駒ヶ岳周辺

の資料を得ることができたので，植生との関係をみる

とともに，既発表の資料と比較しながら中部山岳地帯

の亜高山帯～高山帯におけるササラダニ群集の特性に

ついて論じてみた。

　本研究を行なうにあたり，一部植物の同定や植生に

関して御教授いただいた神奈川県立博物館の大場達之

博士に感謝の意を表したい。

＊　本研究の一部は文部省科学研究費（一般研究B）による

＊＊@土壌環境生物学研究豊

　　Department　of　Soil　Zoology

　　（1981年8月　31　鐵受雀頁）

調査地および調査方法

　駒ヶ岳（2，956m）は伊那谷と木曽谷にはさまれた木

曽山脈の北部に位置し，同山脈の最高峰を形成すると

ともに，古くから信仰の山岳として登山者も多い。木

曽山脈主稜部は標高2，700～2，800m内外の全般に平

坦な地形を形成し，ほとんど花滴岩から成っている。

主稜線東側には高山帯を特徴づける千畳：敷，駒飼の池，

濃ヶ池などの氷蝕カールが認められる。

　調査地点は千畳敷カール底から宝剣岳，駒飼の池カ

ール，濃ケ池，将棊頭山，茶麟山鞍部～小黒川にか1ナ

てで，標高2，070～2，840mの高山帯と亜高山帯であ

る。調査地点の植生概観を図1，表1に示した。

　高山帯と亜高山帯に生育するさまざまな植生を対象

に20地点を選び，各調査地に3×3mの方形区を設定

し，土壌とともに堆積有機物や蘇苔類を合わせて1地

点で約2」採取するという拾取り法（青木，1978）に

より資料を得た。資料は1979年9月10，11日に採取

し，紙袋に入れ蒸れるのを防ぎながら持ち帰り，12B

に横浜国大型Tullgren装置．（ORIBATEC　OR－3010，
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図1調査地点の植生。A浄畳敷カールからみた．1こ剣岳。　B：濃ヶ池畔のミヤマイ「・：地（St．3）。　C：ガンコウラン風衝賦性

　抵木群落（St．5）とハイマツ抵水群落（Sd3＞。　D：カール底のチングルマ群落（S之．9）。　E：雪崩斜画のミヤマハン

　ノキ｛Mく林（St，10）。　F：宝姻岳から望む濃ヶ池と将棊頭ILiへの稜線部ぐG：ダケカンバ抵木林（St．／4）。　H：オォ

　シラビソ林（St・17）。

F童g．1Some　of　the　pictures　taken　at　or　near　the　saml，ling　stations
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表1調査地点の標高，植生の相観立地，群落形態および主な群落構成種の一覧

Table　l　Types　of　habitats　at　the　20　sampling　stations

調査
ﾔ号

標高
im）

相　　　　　　　観 立地および群落形態 主な群落構成種　　　　　　　　　．

St．1 2610 ヤマガラシ群落 山小屋周辺の肥沃化した目地。 ミヤマアカバナ，スズメノカタビラ，

植生高40cm，植被率60％。 ミヤマキンバイ，コメススキ

St．2 2790 ミヤマクロスゲ草地 駒飼の池カール崖錐地。植生高 ミヤマアキノキリンソウ

60cm，植被率95％。

St．3 2670 ミヤマイ草地 濃ヶ池の無機水流水翻に生育。 ヒロハコメススキ
轟

植生高50cm，植被率60％。

St．4 2800 ガンコウラン綾性低木群落 雪田周辺群落で融雷後は早く乾 コイワカガミ，コメススキ，ウサギ

燥する立地に生育。植生高15cm， ギク，タカネスズメノヒエ，　トウヤ

植被率70％。 クリンドウ，タカネツメクサ

St．5 2760 ガンコウラン．綾性低木群落 ハイマツ群落に接した風衝ハイ ミネズオウ，クロマメノキ・，ウラシ

デ。乾燥した立地。植生高10c皿， マッツジ，イワウメ，コイワカガミ，

殖被率95％でカーペット状。 コケモモ

St．6 2670 ガンコウラン倭姓低木群落 St，4と同様雪田麗辺群落で乾燥 アオノツガザクラ，チングルマ，ハ

しゃすい立地。植生高10cm，植 クサンボウフウ，コメススキ，コイ

被率90％でカーペット状。 ワカガミ，コケモモ

St．7 2570 イワノガリヤス草地 千畳敷カール底の湿潤地。植生 ミヤマドジョウツナギ，コバイケィ
高90cm，　餐直審皮率90％。 ソウ，モミジカラマツ

St．8 2730 ホソバトリカブト草地 急傾斜な雪崩斜面に生育。日生 クロトウヒレン，タカネグンナイフ
高90cm，　ヰ直被率98％。 ウロ，　タカネスィバ

St．9 2580 チングルマ群落 千畳敷カール底の砂礫地。風化 ムカゴトラノオ，コイワカガミ，ヒ

した細魚岩の砂礫が侵入した雪 メイワショウブ，ウサギギク，ヨッ

田型群落。植生高25cm。 バシオガマ

St．10 2600 ミヤマハンノキ低木林 宝剣制辞葡の雪崩斜面に生育。 ウラジロナナカマド，オオヒョウタ

花醐岩の旧旧し。植生高3m， ンボク，イワノガリヤス，モミジカ
十直被率80％，　月角｝高直径5cm。 ｝フマツ

Stユ1 2740 ミヤマハンノキ低木林 駒飼の池カール底の礫地。植生 イワノガリヤス，イブキゼリ，ツマ

高1．5m，二二率85％，鎖：径6cm。 トリソウ，コイワカガミ

St．12 2840 ハイマツ低木林 風衝作用の強い緩斜商。ハイマ コケモモ，ゴゼンタチバナ，ミツバ

ツがカーペット状に密生してい オウレン，コガネイチゴ，キバナシ

る。植生高70cm，植被率95％。 ヤクナゲ，コイワカガミ

St．13 2760 ハイマツ低木林 綾性低零く群落に接したハイマツ コケモモ，コガネイチゴ，ゴゼンタ

林。植生高1ユm，植被率95％。 チバナ，キバナシャクナゲ

St．i4 2570 ダケカンバ抵木林 千畳敷カール底付近の花山岩の オオヒョウタンボク，ウラジロナナ

岩石が散在する立地。植生高5 カマド，クロウスゴ，ヒメタケシマ

m，植被率50％の3層群落。 ラン，カラクサイノデ

St．15 2660 ダケカンバ低木林 駒ケ岱東面の崩壊斜面。植生高 ウラジロナナカマド，イワノガリヤ

5m，胸高直径28cmの3層群落。 ス，サンカヨウ，ミヤマメシダ

St．16 2540 オオシラビソ林 将際目山北側の針葉1僧林。下生 シラビソ，コメツガ，トウヒ，ダケ

高12m，胸高直径40cm，植被率 カンパ，セリバシオガマ，ツバメ才

60％の3層群落。 モト，オサバグサ，ハリブキ

St．17 2350 オオシラビソ林 針葉樹の二二が密生した林分。 コメツガ，ダケカンバ，コヨウラク

植生高13mの3層群落。 ツツジ，コミヤマカタバミ

St．18 2250 ダケカンバニ三曲 針葉樹林伐採跡の二次林。凹凹 オオシラビソ，シラビソ，セリバシ

高13m，胸高直径15cm。 オガマ，カニコウモリ

St．19 2120 コメツガ林 針葉樹林の中核。敏生高25m， シラビソ，　トウヒ，ダケカンバ，オ

胸高直径70cmの4層群落。 サバグサ，ツルツゲ

St，20 2070 ダケカンバニ次林 林床にクマイザサが密生する二 オガラバナ，クマイザサ，ナナカマ

次林。勧生高11mの3冠群落。 ド，　コヨウラクツツジ
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内径30cm）に投入した。土壌動物の分離抽出には40

W電球を使用し，72時間連続照射した。抽出後集合

プレパラートを作成し，ササラダニ類についてのみ種．

のレベルで分類・同定を行なった。

結果および考察

　20調査地点から81種（うち種名の確定したもの50

種）のササラダニ類が採取された。この中，マドダニ

属S鷹め加♂加〃πとナミダルマヒワダニ四五毎

。屠勿痂κsの2属は集合プレパラートでの種の瞬定が

困難なため，数種を一括して一．種として扱った。サン

プリングは拾取り法のため種の存否を重視し，個体数

は一切考慮しなかった。各調査地ごとの種数，種類組

成を表2に示した。また表3にはササラダニ群集聞の

類似性を示した。特定の種について他地域と比較し表

4，5や図2のような結果を得た。

1．注目すべき種

　今まで高1．1．1帯の資撃トが少なかったため，採集記録の

少ない分布上注目すべき種としてf山江ヶ岳（青水・1募実

田，1979）と白ili（伊藤・青木，1981）では以下の9種

があげられている。

　1．βアη吻伽6励。ηガz‘sδ8πθ∫召ガ（WILLMANN）

　　　………・……・…・…………・……………・…………・仙丈ケ岱

　2．　β期6取〕ノ‘1zo61z’1zo72ガ～‘5　αo々ノがC｝IIN（）N【｛＝

　　　………………・・……・……・・……・…・………・・鳥海iLI，自山

　3．C伽z短α伽6γ耀6磁（C．　L．　K：ocH）……伯丈ケ舟

　4．飽アη2αη屠α頚ろδα（C．L。　KocH）・一…仙丈ケ岱

　5．〃4抱⑳7瞬㎏o冗わゴα4認αAoKI　et　OHNIsHI

　　……・………9…・……一………・…北海道，北沢峠，肉冠

　6．Sκご’oδθめ6”ααα6々4例s（FOR＄SLUND）……白由

　7．1＞励。吻勉ご∫η自酌（Sc｝IWE正ZER＞

　　・…・……………・…・……・…・・…・・ド1根IIL白山，銀1丈ケ岱

　8．ση4πJo7萄α’召s　sp．　A

　　…・…………・…・…………・……・・奥多摩，臼山，イ由丈1ケ．岳

　9．、4酌φ’6磁αφθs厩∫AOKI・一幌尻岳，　f由丈ケ．岳

　これらの中，本曽駒ヶ岳では！，2，6を除いた残り

の6種が出現していることから，いくつかは高in帯に

特有な種であると飼時に高山帯に比較的広く分布して

いる．ﾂ能性がある．

　飼様な傾向をもった種としては，Aoki（1982，本誌

本号）によって新種として記載された7擁漉ω功α間

口z‘∫θη∫露AOK【およびDゆ’醐。∂認8∫ノ砂。ア7ガα‘s　AoKI

の2種があり，前者は北海道羅臼岳を模式産地とし，

自山や仙丈ヶ岳でも採集されており，後者はf山丈ヶ繕

から発見されたものである。これら2種とも今團の駒

ヶ岱調査で得られている。

2．ササラダニ種組成

ササラダニ類は系統分類上，三つの高次分類群に分け

られている。これらを仮にA群，B群，　C群と呼んで

おく。

　下等ササラダニ上団……・・……・・一・……………・…・・A群｛

高等ササ・ダ・画翻：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：器

　今，st．1～9の高山草原と矯性低木群落を（1），　st．10

～15の低木林を（2），st．16～20の森林を（3＞，と三つに

区分し，ササラダニ類の高次分類によるA，B，　C群の

種数の比率を比較してみると，（1）ではA群14種（29．

2％），　B君羊17看亟　（35．4％），　C君羊！7手重　（35．4％），　（2）

ではA群7種（14。0％），B群25種（50．0％），　C群18

種（36．0％〉，（3）ではA群9種（20．0％），B群25種（55．

6％），C群11種（24．4％〉となっている。

　すなわち，（Dの高山草原や媛性低木群落（ガンコウ

ラン優占群落）のササラダニ削成は高等ササラダニ上

矧の無口闘の種（B群）が相対的に少なく，有翼罰（C

群〉や下等ササラダニ上段1の種（A群）が多いという

特徴をもっている。それが低木林（2＞や亜高L磨1苧の森林

域（3＞になるとB群の戸数が増え絹対値が高くなり，山

地林や平地林の森林と同様に相対割合が50％以上に

なることが多い。これは後に述べるように高山帯では

C群にはいるコバネダニ・科Ceratozetidaeとツノバネ

ダニ科Achipteriidaeの種が多く，B群のツブダニ科

Oppiidaeやマドダユ科Suctobelbidaeの丞≧嚢が減少し

ていることが大きな回議と考えられる。

　20調査地点から得らオtたササラダニ類の成虫につ

いて，全出現種のリストを作成し種組成の比較を試み

たのが表2である。20地点から出現したササラダニ類

は40科81種目ある。これらの中，（DEzψε♂oヵssp．か

ら（8＞びη磁Zo勲α’おsp．　Aの8種は競ψεJoρ5　sp．以外

止｝：1現頻度は低いがst．16～20の亜高山帯森林域からは

出現していない。しかし，Pαγα漉ゆ飽ガα　漉s‘鋭σ‘α，

ゐ彪σα耀soγ漉㎎o加os，　A〃。カα6α擢s∫’γガα‘」％∫の3種

は」臣高艮1帯～山上也帯でも記録がいくつかあるので（青

木，1978；原EH，1980b，1981など）高ILI帯特有の種と

いうことはできないが，Tガ6加ガ6α嬬　昭郷6η廊，

Cα珈s彪腕麗777‘6認α，σノ24配07乃α’6ssp．Aなどは高山

帯～亜高由帯上部の指標和貢的存在である。〈9）八セ。一

励α’召ssp，　Cから（！7＞C8耀80zε’65　sp．　Kまでの種は畠

現幅がさらに限られている。このグループの中にも

ノ4論φ’εガα属の3種，A砂。励認6∫sp．　Cなど高海抜地を

特徴づける種が多く含まれている。これらの種が出現

したst．7～15は干畳敷カールと駒飼の池カール内の

カール底やカール側壁であることは雪による土壌水分



表2　木曽山脈駒ヶ岳あ高山帯・亜高山帯におけるササラダニ種組成

Table　2　Species　composition　of　oriba巨d　mites　i職　the　alp三ne　and　the　subalpine　zones

　　　of　Mt．　Koma・ga－take　in　Kiso　Mountains

21重

群落相観
調査地番号（St．　no＞

資料番号

海抜高度（m）

1E～ψ6～oρ∫sp．

27ンガ01～07狛ごτ雄∫ノ・召zζs6η∫ガs

3Gaklmnidae　sp．　A
4Pαノη61zゆ’ωゼ召ゴガ∫’ガηご如

51L々τ6αγκsoプ’1zo80η～o∫

6Cαη2ガsぬるゆ8γηκα如

7〆1〃oρα6α7Zfs　s〃ゴごz‘々β

8σ7？4κ107’ガ∂α！8ssp．　A

9Nεoノゼゐα’θ∫sp．　C

10Ac1助！8アガαsp．　E

11　P如りη20〃～17‘5ρ召～々ア8プノαρ0麗72Sガ∫

12．4σ1～ゆ’8γガ‘～α～ρθ∫’アガ∫

13　1レ∫6かつ。ノ）ρゴαsp．　E

14亙yρ061Z〃ZOη毎〃αητ加～‘々∫∫カηα

15　／16んガ／）’ω’ゴα　sp．　D

16丁漉夕ρoご1z〃～‘）ηガ～．‘3ノ妙012ガα．’s

17C8耀！oz召’εs　sp．　K

18P1〃～ガノπごαγ多‘∫ノθρ07παβ

19ル毎θγ々ε10か’ガ々α々乞∫1Z～4忽

20E解ηz召幽s’召η～．‘～5θ’忽6プ

21　S～κゾ。ゐ6」δ6〃α　SPP，

22E’ψ’θ7η陀8α6～∬αη7躍’～‘3

23　」〔）’召ρ’θノ’oろα’θs　ρ～‘3ゴ～～z‘5

24　ノレグ6～ノゼ‘♪ρカガα　sp．　F

25C6ρ1z6zご3ご砂1～吻わノフ痂3

26∠万召ρ～εγ06忽θ∫1～ノで7πωη～ゴ∫

27κω’η～αη7π6〃θsp．　D”

28　E～．ψメ～．μ～f｝てんα，7｛ssp．

29・4η召ご1～ゆ～6万αsp．　A

30　0ア～わ（♪～1ゼ～ガαノ珍ηη～6α

31κ8規加。〃〃7．でs～（，η9ガε♂o∫照

32　ノ今〃’09η8～召　SP．　E

33Cψ1～ez‘∫sp．　D

34　八ヴρρθ1．2’召～／θ　s／1η／）～〔～λ7

350ρρガαsp．　g
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367セ。’06の加3‘ε〃θ♂α∫多‘ε

37乙忽αz7κsηπ〔3箆s

38　C6ητ’oεθ’63　SP．　C

39S6勿♂oγ狛α忽ε彪’ψ6∫

400カμθ〃αηooα

41Cεア認。カρゴα（1κごz47ガ4θ刎α彪

42Cεγ厩。≠）μ〔z　6ゆ甜ゴs

43Damaeidae　sp．　1

440α耀ゐ04θε7ガ〃zos硲

45M上越ηozθ’6sη28アかげガαηzβ

46　DarΩaeidae　sp．　2

47〆1〃。規lyご。δごz’8∫〃6舵πガ∫

487セgoプガろ召’θ∫’γ〃わ’ゴ郷

49Cごz溺ガs如配κγz♂s

507セ。’06εが～6z‘∫αイsρガ4θ7z忽’多‘5

51　Mαγfo∫〉≠）∫αSP．　C

52S61z8～07狛α雄εsp．　B

53Damaei（iae　sp．　3

54乃rθ7ワηαηηかご79ガδわα

55　」L～061～”～oη々β　SPP．

56ハ1α死海θγηzど～刀｝2ゴα窺zフ7α

57躍α～ビπoア20〃～η‘sρ」誓η紹θ3’∫

58　T7ガη2αたτooηo”zプ」絡SP．

59　1）ど召ρ！θγoδごτ～θs　ブα／）oηガcz．偲

60　0ノ）／ガα　sp，　48

61α～∂碗磁sp．　C

62C6ηzωεαθ∫gηπ〃ゴ∫

63N∂〃η’π∫カα々癖7’ガs

64八10”η7βδoγzで∬ガαでs

65Hyカ。ご1～〃zo7？々偲η4ρμ々．f∫

66ノ～1～y∫oケπ～召θ74～躍

67　0メ）ρガ召　sp．　63

68乙ゴαoω’♂‘s翼εoα？s廊

69C87η～09ε’θε51πノ’α1？6／2∫ガ∫

701ゴαゾθフヅ8η・〔乙々召。ア扉αで如～α

71〆Dηε’7’oρ1’06’zで5ノ’6々。〃α々‘5

72Nガ≠）1zoo6〃z〔～πs　77加α々∫

73Cα刀2ガ5ガα∫ρゴ72zゾ6プ

74ハわ〃～η俗∫〃〃θs’プゴ∫

75Damaeidae　sp．　D

76Galumnidae　sp．　D
77　7セ％zで」α～α　sp．
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79Pα1αεでτごαプaで51～ys’万ごか彫∫sブαρoη～α‘∫
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81の加sp．7
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表3Jaccardの共通係数によるササラダニ群集間の類似マトリックス

Table　3　A　matrix　showing　the　JAccARD’s　coefficients　among漁e　oribatid　comm慧nities

嫡　　■

ｱ♂8　　　　　9　　　　　王0　　　　11　　　　12

13 14

灘無熱〆／　　　　　　　　　　　　　　　　15

，　16 ，　17

18

　，

H9 St．

P優占植物

一　　　12．5　　　11．王　　　14．3　　　　5．9　　　20．0　　　23。1 17．6　　　10．0　　　亙7．6　　　20．0　　　11．1 ユ5．0 6．7 1L1 6．9 8．3 5．3 8．7 0．0 1 ヤマガラシ

8．3　　　　0．0　　　　0．0　　　　5，0　　　26．7 2i．1　　　　4．王　　　27．8　　　40．0　　　15．0 王8．2 6．1 10．0 9．7 0．0 9．5 12．0 8．0 2 ミヤマクロスゲ

17．6　　　　15．8　　　10．O　　　l1．王 9．1　　　13．0　　　14．3　　　10．5　　　　9．1 8．0 9．i 9．7 9．4 1L1 4．3 7．4 3．7 3 ミヤマイ

40．0　21．7　8．3 15，4　　　王4．3　　　20．0　　　21．7　　　20．0 17．9 31．3 21．2 28．1 24．1 20．0 20．1 17．2 4 ガンコウラン

36．4　12．0 10．3　　　30．8　　　14．3　　　15．4　　　33．3 29．6 37．5 27．3 26．5 4G．7 28．0 27．6 24．1 5 ガンコウラン

呈6．7 14．3　　　4L7　　　王8．5　　　20．0　　　18，5 29．6 王8．9 23．5 21．9 26．7 エ8．5 19．4 9．1 6 ガンコウラン

30．4　　　23．1　　　36．4　　　33，3　　　11．1 17．9 13．5 14．3 10．8 12．5 11．1 王2，9 3．0 7 イワノガリヤス

20．0　　　36．0　　　33．3　　　17．2 32．1 24．3 22．2 25．0 iL1 13．3 21．9 15．2 8 ホソバトリカブト

16．王　王7．2　20．0 25．8 20．0 24．3 14．6 23．5 16．1 17．王 10．8 9 チングルマ

68．4　25，9 37．0 35．3 33．3 32．3 17．6 25．9 39．3 i8，8 10 ミヤマハンノキ

33β 4G．G 33．3 3L3 26．5 15．2 33．3 37．0 24．エ 11 ミヤマハンノキ

37．0 27．8 25．7 28．6 29．0 21．4 34．5 26．7 12 ハイマツ

36ユ 42．4 33．3 38．7 42．3 50．0 28．1 13 ハイマツ

43．6 50．G 40．5 35．3 37．8 25．0 王4 ダケカンバ

37．5 36．1 37．5 40．0 26．3 15 ダケカンバ

45．7 32．4 5L5 35．i 16 オオシラビソ

33．3 45．2 25．7 17 オオシラビソ

44．4 40．7 18 ダケカンバ

34．4 19 コメツガ

一
20 ダケカンバ

鎗

ω
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の含水量との関係が大であると考えられる。

　高山草原や倭国低木群落などの単層群落から低木類

を混じえた2層以上の多層群落になると（1翫P㍑痂解。α一

π4s　ノ砂。π融∫，（19＞ル勧漉6Zo’γ躍α　屠∫ぬゴ4如，（2①

E廻溺彰鰯纏酪6’磐ε7の3種の出現頻度が高くなり，

さらに（21＞Sz60’o∂θZゐ♂1αspp．から（29）〆1ηα6んφ’6γ」αsp．

Aの9種も同様な傾向を示している。そして（3①

0ガδo’ガ磁ルη癖。αから（謁（功ρ毎sp．9の6種は亜高

山帯の森林域からしか出現しなかった。

　（3③7r祝’0αψ加a‘SO6∠α’3ζ∫から（56）〈伽π加槻αηηぬ

欄麗までの21種は著者らの従来の総成表による解

析ではHa群とHb群に含まれるものである。しか

し，ここでは亜高山帯以上が調査対象地となっている

ので（36）：τセ。’ooゆ勉鰐〃61α，3‘s，¢g＞S‘加♂oガ∂α，θsJα珈65，

鋤（功ρ診θ〃αηo〃α，（44）Cαηδ066∫ガ溺05κ5など分布範囲

の広いコスモポリティックな．種とともに，丘陵地や暖

温帯～亜熱帯には分布しない㈹五毎6α瑠∫η漉s，（鋤

α翅。忽θ∫sp．　C，（47）盃JJ槻yoo伽θ∫／歪伽廊，（48）

7㎏oガ6忽θs’吻が郷，（5の飽ηπα7田田9訪δαなど山地

帯以上の高海抜地に分布する種とが含まれている。

　（57）伽♂α60ηo’ぬ7㍑s／ろg〃zα6％sから（81＞の∫）たzsp．7ま

での25種は1地点からしか出現しなかった種である。

この中，㈹R勿30師磁郡4照は比較的分布範囲の広い

種であるが高書帯ではめずらしく仙丈ヶ岳や自山では

1頭も得られていないが，千畳敷カール底のチングル

マ優占群落地で1頭だけ採集された。その池，　（59）

ααρ齢0ろα’θ∫ノ砂0加αfS，鮒ゐ耽罵πζsy幽0醜5お，（69）

Cθπz’oz6嬬∫痂耀ηθノ2∫乞∫，（70）雌乖γ顧ねoz加α磁如，

㈱！Vφ加。の勉｛∫η勿α」おなど分布の限られた興味あ

る種がいくつか含まれている。　㈹　／1η観戯訓。ご魏5

雇あπ」α如sは北海道の平地以上に普通の種であり，富

士山の高山帯からも多く得られているが，今翻の調査

では標高2570mのダケカンバ林1ヶ所からのみ得ら

れた。

　ササラダニ群集の種終夕からみた群集間の類似性

を5accardの共通係数によって比較したのが表3であ

る。両群集間において全く共通種をもたない共通係数

0．0からst．10，11のミヤマハンノキ低木林どうしの

68．4までさまざまな係数値の組み合わせがみられる。

50．0以上の比較的高い係数のものはst．（／0－11）．　st．

（13－19），st．（14－16＞，st．（16－19）であり，st．（1－20），st．

（2－4），st．　（2－5），st．　（2－17），st．　（3－18），st．　（3－20），st．

（7－20＞などでは5．0以下の低い値となっている。

　仙丈ヶ岳や白由の高ll帽1：では全般にササラダニ種組

成の類似性は低く，同一植物群落でも，植生の異なる

隣接地点でも必ずしも類似性は高くなく，それぞれが

独立した種組成からなるササラダニ群集を彫成してい

るという結論に達した。ここでも高山帯では同様な結

果を示した場合が多かったが，亜高山帯ではミヤマハ

ンノキ低木林，オオシラビソ・コメツガの亜高山帯針

葉樹林，針葉樹林．域のダケカンバニ次林などいくつか

は高い類似性を示した。これは仙丈ヶ岳のオオシラビ

ソ林でも同様な傾向を示した。これらのことから高山

草原や矯性低木群落などの樹木限界以上の高山植生域

のササラダニ群集は互に類似性が低く，低本林や亜高

山植生域の森林においては類似性が高いということが

いえそうである。

3．中部山岳地帯の高山帯におけるササラダニ群

集の特性

　我が隣の：・i巨高山帯～1夢石山帯におけるササラダニ群集

の調査・研究は極めて少なく，生態的なことはもちろ

ん，ササラダニ相も充分解明されていない状態であっ

た。最近になって南アルプス仙丈ヶ陪（青木●原卜H，

1979）と白山（伊藤・青木，1981）の高lli帯での報告

がなされ，高山帯におけるササラダニ群集の実体が少

しつつ解明されつつある。ここでは今回の駒ヶ岱にお

ける調査結果に加えて仙丈ヶ岳と白【ilのデータをふま

え，中蔀出岳地帯の颯ミ高1【1帯～高由帯のササラダニ群

集の種組成を主に論じてみたい。

　種組成の第1の特徴は表4にみられるようにツブダ

ニOppiidaeに属する種が極端に少ないことである。

一般に平地においては一地点10種前後のOppiidae

が出現するのに対し，仙丈ヶ餅では森林限界駄1：＝で

q妙刎如四〇槻と0妙忽麗εプ如η読。αの2種，亜高山針

葉撰林域を含めてもQ照4塑ρρ彪9Z‘α4γガCαガηα彪が1

種増加するだけで17調査地点から合計3案屯が嵩現し

ているにすぎない。飼様に白由でも0妙ガθ〃α　πo槻，

吻如sp21，（功ρ観sp．，　Qκαζ〃oρμασ3‘θ〃∫oαガ72α’召の

4種が採取されただけで，亜高山帯広葉草摯1（のミヤマ

シシウド群落地で最高3種が記録された。木曽駒ヶ岱

でも（功勿6」’α鴛。〃α，（功少彪sp．7，伽彪sp．9，（塑ρ勉sp．

48，6φρぬsp．63の5種であり，ミヤマハンノキ低木林

と亜高山帯森林域を除けば3種にしかならない。この

ように高山帯ではOppiidaeの理数が絶対的に少ない

という特徴をもっている。

　それに対して，亜高山帯～高i屠1？ではコバネダ隠田

Ceratozetidaeやッノバネダニ科Achipteriidaeの種

が増加することである。表5は山地帯域14／也域におけ

るCeratozetidaeの種紺1戊と種数である。なお，ササラ

ダニ類の分類学的研究は現イ［三発展中で，まだ種名の未

確定なものが多く，sp．　Cなどと呼んでいるものは著者

らの一連の研究で梗宜上使タ｝窪しているものであるが，

岡一番号や記号は異地域でも同一種を指していること



215

表4　高山帯，亜高山帯のツブダニ科の種維成と種数

Tab韮e　4　Species　composition　and　the　species　number　o£the｛am呈ly　Oppi三dae　in掛e　alpΣne　and　the　s慧b－

　　　　　　alpine　zo薮es

調
魁

ミミ’ミ

ミミ窪

種

地　　域

二地点
　噂･　9・愚　　．幅

~も
~§、　ミン

ミ亀ミ．ミ織δ

『房。ミ織δ

等dの．ミ黛δ

＄dω．ミ黛δ

卜dの．ミ織δ

数合計

12

一十 一｝ 一｝ ｝一 一㎜ 一皿 ㎜一 一｝ 『｝
01

南 3
　 ㎜ 一 ｝ 一 一 皿 一 『

0

ア
4

皿 一 一 ｝ 一 ｝ 皿 一 『
0

5
一 ㎜ 皿 一 一 一 一 一 ｝

0

ル　皇 6
一 一 一 皿 一 一 ｝ 一 『

0

　　日
v　　　1

7
㎜ ㎜ 一 一 ㎜ ｝ 一 ｝ 』

0

蕊 8 十 一 皿 　 一 一 ㎜ 一 『
1

ス　』 9
一 ㎜

十
皿 一 一 ㎜ 一 一

1

「〔
器 10

㎜ 一 一 一 ｝ ｝ 一 ｝ 皿
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をことわっておきたい。14地域のササラダニ類の採集

方法は一様ではなく，打込み法，拾取り法および両法

を併用したものなどさまざまであるが，共通すること

は山地帯域ではCeratozetidaeの種数がいつれの地域

でも4種以下と少ないことである。一方，仙丈ヶ岳（7

種），木曽駒ヶ岳（9種），白山（10種）と亜高山帯～高

山帯では山地帯の2倍以上のCeratQzetidaeの種数を

数える（図2）。特にハシゴコバネダニ属Z万妙彪塑δα鶴

は山地帯域では山梨一三ッ峠山（藤田ほか，1976）で

1種しか採取されていないのに対し，高山では4種も

みつかっているのは興味深い。

表5　山地帯14地域におけるコバネダニ科の種組成と種類数

職ble　5　Species　composition　and　the　spec孟es　number　of　the　family　Ceratozetidae圭n　14　areas　of　the

　　　　rnontane　z（》ne

資料番号 1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5　　　　6　　　　7　　　　8　　　　9　　　10　　　1王　　　12 13　　14

場　　　　所 山　　群　　福　　石　　栃　　鹿　　畏　　静　　神　　奈　　鳥　　長 山　静

ll

原　　岳　　泉　　麓　光　　岳　　麓　　山　根　　出　　山　峰 山　　山

巡　　　　高（m） 　　　　一　　　　　ト■4@　　　8　　8　　留　　i塗　謬　　　　91
F西窪；；墓誠悪　　　　8　き　　8　　8　　0　　　　8

　一wユ　　　　牟L
n　　　　oo　　　　o

`　　～
噤@　δ㎝　　　　oo　　　　o

oθ雇08θ’θ〃4珈ρ醐’o磁 一　　一　　一　　一　　一　　一　　＋　　一　　一　　一　　十　　一
一一

C8雇。観637麗ゴガoo7ガ∫ 十　　一　　一　　一　　一　　一　　十　　＋　　＋　　一　　一　　一 十　　十

Cθγα‘o観θsgγαc疵s 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　十　　十
一一

C6履028’65　sp．　C 一　　＋　　十　　＋　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 十　　　十

Cθ雇。観θSsp．　H 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　十　　一　　一
｝一

α雇。忽6Ssp．

一㎜一一｝一…へ一一一｝
十　　一

∠万α卿70ゐ漉Ssp．

一一㎜一一一㎜一一一｝一
十　　　一

ル観研03鹿s吻魏4ガσ窺だ 一　　一　　一　　一　　一　　＋　　一　　一　　一　　一　　＋　　一
一一

Mθ伽。観6Ssp．　A 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　十　　十　　一　　　一　　一 一　　十

06εsoろ鷹θ3加㎜磁厩 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　十　　一　　一 一　　　十

Ceratozetidae　sp．　X 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　十
　一

Ceratozetidae　sp．　Z 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　十

㎜｝
Ceratozetidae　sp． 一　　一　　一　　一　　十　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

一一
Ceratozetidaeの種数 1　　　　　1　　　　　1　　　　　1　　　　　1　　　　　1　　　　　2　　　　　2　　　　　2　　　　　2　　　　　3　　　　　3 4　　4

資料番号1～14は以下の出典による。1：青木，1978，2：芝ほか，1978，3：青木・栗城，1978，4：星野，1980，

5：青木，1962，6：原田，1980，7：青木・原田，未発表，8，9，14：＝青木・原田，1981，10：岡山，1980，11：

原田，i981，12：青木ほか，・1978，13：藤田ほか，1976．

摘 要

1。木曽山脈駒ヶ岳付近の高山帯と亜高山帯において，

　さまざまな植生下のササラダニ群集の比較を行な

　い，高山帯のデータのある襟丈ヶ岳と【～i由をも考慮

　し，中部山岱地帯の高山着苧の特徴を考察した。

2．20調査地点：から81種のササラダニ類が採取され

　た。その中には採取記録の少ない分布上注目すべき

　種であるCθ吻な勉伽67η磁彪，飽γ溺伽％㍑窟∂δα，

　Nψぬ06の加κ5　η勿擁5，ση414Jo励魏s　sp．　A，

　、4畑野θガαθ功6s’腐などが含まれていた。

3．高山草原や矯性低木群享吝など樹木限界以上のササラ

　ダニ組成は高等ササラダニ上団の無翼翻（B群）の
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木曽駒ヶ岳（9種）

ααμ㈹6αオesp脳sぎ∬ん5

D∫αPオeγoδαオes磁ηεγα’ど5

Dビαμθア06α置esブαP・ηぎC定4S 　　共通種
Ce剛・2e‘es　sp．C

TγICILO7ゴδα置es　rαπ5eηS～S

Me～αη02e置esηLeガ（ガα7～霊‘S

Ce剛oge～es87αc’々s

Ce7αω2e‘eS　Sた～γαπeηsfs

Ceγαオ02eオeSsp．K

仙丈ヶ岳（7種）

Ceratozetidae　SP．　W

　白　山（10種）
Cerα’02e’e〃αsp．　A

Ce翅…ε・〃αsp．　B

Cθrα’oge～CSsp．E

DどαP’ero6α’e5

　むαγ∫α6～々S／LOπ8ん2躍，zsfs

図2木曽駒ヶ緕・llii丈ケ岳・1ζi　LLIの高山帯と・1【i高しLI帯におけるコバネダニ科14種の出琢ε状況

罫ig・2C・mp・・i・…fth・fa眺C・・at・・etid・・｛・th・・lpi・e　a・d　the　s・b・lpi・e・・ne・i・・Mt．　Kis。｝、（）ma．9。．t。ke，

　　Mt，　Senjo－ga－take　and　Nlt．　Hakusan

　種が，有翼団（C群）や下等ササラダユ上団（A群）

　の種に比較して相対的に少ないという特徴を示し

　た。

4．Jaccardの共通係：数により種綴成からみた群集聞

　の類似性を比較した結果，高由横生域のササラダニ

　群集は亙いに類似慣iは低く，低木林（ミヤマハンノ

　キ，ハイマツ，ダケカンバ低木林）や亜ifl川i帯針葉

　樹林域の森林においては類似性が比較的高いとい

　う伯丈ヶ岱と同様な傾向を示した。

5．亜高由帯～1☆1由帯ではツブダニ科Oppiidaeの種数

　が極めて少なく，1地点あたり0～3種である。出現

　頻度の高いものは伽観♂6ア20観であった。これは

　仙丈ヶ櫓や白山でも同様で高海抜地の特徴であろ

　う。一方，由地帯以下の冷温帯や1愛温帯域ではコバ

　ネダニ科Ceratozetidaeの種数が少ないのに対し，

　蝋高山帯～高i［1帯では本口置駒ヶ．岳9種，紬丈ヶ岳7

　種，海山10種と倍以上の種数を数え，特にハシゴ

　コバネダニ属Dゆ勿η6認ε∫が顕著であった。

引　尾　文　献

青木淳一，1962．奥i三1光のササラダニ群集構造と植生

　および土壌との関達．1　横生，土壌およびササラ

　ダニ類の記載．日生態会誌，12：169－180，

Aoki，　J．，1973．　Oribatid　mites　from　Mt，　Poroshiri　in

　Hokkaido，　North　Japan．．4ηηo乙　致）o乙∫αヵ。η．，

　46：241－252．

青木淳一，1976．富＝｛＝山の森林川目附近のササラダニ

　糎ま，　E4ご4）1zo／09彪，　（14）　：1－6，

青木淳一一，1978．打込み法と拾取り法による富士虚麓

　青木ヶ原のササラダニ群集調査．横浜隅大環境研紀

　要，　4：149－154．

Aoki，」．，1982．　The　Japa箔ese　species　of　the　genera

　Tア記1zo万6認θs　and　Oガαρ’θγo∂α’6s　（Acari：

　Oribatida）．β2〃，∫履．磁臨SごまTθ伽．

　ybん。ぬαη7召ノ＞4’η．　σπかび．，8：189－205．

青木淳一・原｝｝1　洋，1979．南アルプス仙丈ヶ捨におけ

　るササラダニ類の唾綴分布．国立科博專報，（12）：

　139－149．

青擁く淳…・原田　F右，王981．愛鷹山・天城由・箱恨山の

　ブナ林土壌のササラダニ相の比較．困立科博専報，

　（1厘）　：85－93．

二Flfオく淳一・イlf川不【1男・芝　実・原［：｝i　洋，1978．梨ケ1京

　及び霧ケ峰のススキ草原の土壌ダユ類．北沢右三

　（編）：各種生態系における野生動物の現存量に関す

　る研究報告＝｝1｝二（立教大学），129－155．

青木淳一栗城源一，1978．森林内につくられた道と土

　壌中の小形節足動物相の変化一福島県＝量＝湯温泉附近

　の調査例，横浜醜大環境研紀要，4・：165－174．

藤田奈々子・西鐵嗣代・青木淳一，1976，三ッ峠由にお



218

　けるササラダニ類の震直分布．．4c如　．4耀漉7z尻，

　27二／6－3Q，

原田　洋，1980a．癬苔地衣類に生息するササラダニ

　類の∫匡直分布，一富・ヒ山におけるニヒ壌節足動物の

　群集生態学的研究第II報一．目生態会誌，30：75－

　83．

原田　洋，1980b．霧島由群・韓1．l／悟｝におけるササラ

　ダニ相の僻究．横浜国大環境研紀〕要，6：127－136．

原川　洋，1981，舶嘗大山のササラダニ翻．横浜国大

　」＝農ま党看斤岳己：要，7：／35－／43．

星野宏…・・，1980．白出スーパー林道沿線のブナ林（標高

　750m）におけるササラダニ群集構造について．石

　川県自山自然保i護センター研究報告、6：37－46．

伊藤弘美・青木淳一，1981．自山の高由帯におけるササ

　ラダニ群集の種綴成．横浜閑大環境研紀要，7：145

　－153．

岡由利次，1980．ササラダニ群集と微環境の関係の解

　わi．　E4ζ～カゐ。’09～ζ4　（21）　：／7－28．

芝　実・青木淳…・石1臓i男，1978．谷堪岳マチが沢

　のブナ林の土壌ダニ類．北沢右三（編〉：各種些1態系

　における野生動物の現存量に関する研究報告嘗（立

　教大学），101－127．


